
ジェイクおじいちゃんの お話
はなし

シリーズ

恐
きょう

竜
りゅう

たちの お話
はなし

 クリスマス・ボックス

　12月
がつ

１
つい

日
たち

の ことです。寒
さむ

い 午
ご

後
ご

、外
そと

では 雪
ゆき

が ちらついて
いました。トリスタンと デリックは、クリスマスカレンダーを
作
つく

るのに 夢
む

中
ちゅう

です。飼
か

い葉
ば

おけの 場
ば

面
めん

が 背
はい

景
けい

に なっており、
12月

がつ

１
つい

日
たち

から 始
はじ

めて 毎
まい

日
にち

 １
ひと

つの まどを 開
あ

けて いくのです。
中
なか

には、その日
ひ

の アクティビティや プロジェクトの 
アイデアが 書

か

かれて います。

　カレンダーを うまく 重
かさ

ね合
あ

わせるのは、ちょっと 
大
たい

変
へん

でした。デリックは それを うまく 合
あ

わせようと して
いましたが、トリスタンは じれったく なって、「ぼくに 
やらせて。」と 言

い

いました。少
すこ

し たつと、また 「ぼくに 
やらせてよ！」と 言

い

いました。トリスタンは 何
なん

度
ど

も そう 
言
い

いましたが、そのたびに デリックは 首
くび

を 横
よこ

に ふって、
作
さ

業
ぎょう

を 続
つづ

けていました。

　ついに トリスタンは おこって 言
い

いました。「ちゃんと 
やって ないじゃ ないか！　これ、ぼくの カレンダーなんだ。
返
かえ

してよ！」

　「でも、今
いま

 やってる とこだよ。」と、デリックが 
答
こた

えました。

　「もう いいから、返
かえ

して！　手
て

伝
つだ

って もらうんじゃ 
なかったよ。」と、トリスタン。

　こうした 言
い

い合
あ

いを している うちに、２
ふたり

人は おたがいに 
もっと 腹

はら

を 立
た

てて、しまいには、どなり合
あ

いの ケンカに 
なって しまいました。



　　「２
ふたり

人とも、もう いいかげんに しなさい！」　ちょうど 部
へ

屋
や

に 
  入

はい

って来
き

た ジェイクおじいちゃんが 言
い

いました。「ろうかの 
　　  向

む

こう側
がわ

からも、お前
まえ

たちが 言
い

い争
あらそ

って いるのが 聞
き

こえて 
　きたぞ。もっと、落

お

ち着
つ

いて 物
もの

事
ごと

を 解
かい

決
けつ

しないと。言
い

い争
あらそ

っても、　　　
何
なに

も 解
かい

決
けつ

しないし、おたがいに もっと 腹
はら

が 立
た

ってくる だけじゃ 
ないか。」

　トリスタンと デリックは、悲
かな

しそうに 顔
かお

を 見
み

合
あ

わせました。

　「クリスマス・ボックスに ついての お話
はなし

を したことは あったかな？」
と、ジェイクおじいちゃんが たずねました。

　２
ふたり

人の 顔
かお

が パッと 明
あか

るく なり、２
ふたり

人は 「まだだよ。」と、
口
くち

を そろえて 言
い

いました。「話
はな

して くれるの？」

　「ああ。きっと、お前
まえ

たちに とって、役
やく

に 立
た

つだろう。」

　毎
まい

年
とし

 クリスマスには、ディクシーと クリスピンの 
お母

かあ

さんが、一
いっ

家
か

の クリスマス・ボックスを 出
だ

して 
きます。クリスマス・ボックスは、ふたの ある 大

おお

きな 
箱
はこ

で、お母
かあ

さんが １
いち

年
ねん

を 通
とお

して 集
あつ

めた ものが 入
はい

って 
います。ディクシーと クリスピンは、その中

なか

の ものを 使
つか

って、
クリスマスの プロジェクトや かざり付

つ

けを します。今
ことし

年は 
特
とく

に、いろいろと 面
おも

白
しろ

い ものが いっぱい 入
はい

って いました。

　クリスピンと ディクシーは 友
とも

だちを 家
いえ

に まねき、みんなが 
クリスマス・ボックスの 周

まわ

りに 集
あつ

まると、クリスピンが ふたを
開
あ

けました。ディクシーは、中
なか

から カラフルな リボンを 取
と

り
出
だ

しました。

🐾🐾🐾



　「うわあ、すごく きれい。」と、サッズが 言
い

いました。

　やがて みんなは、いろいろな ものを 取
と

り出
だ

しては、それで 何
なに

が 
作
つく

れるかなあ、などと 話
はな

して いました。

「見
み

て！」　ウェスリーが 大きな 貝
かい

がらを 見
み

つけて 言
い

いました。

　「ぼくが 先
さき

に 見
み

つけたんだよ！」　そう 言
い

って、ミルトンが 
貝
かい

がらを つかみました。

　「ちがうよ、ぼくだよ。」　そう 言
い

って、ウェスリーは ミルトンから
貝
かい

がらを ひったくろうと しました。

　しばらく すると、他
ほか

の 友
とも

だちも、他
ほか

の 友
とも

だちが 持
も

っている ものを
欲
ほ

しがって、言
い

い争
あらそ

いに なって しまいました。

　「これは ぼくの クリスマス・ボックスなんだ。だから、ぼくの 
ほしい ものを 取

と

るなら、もう 帰
かえ

ってよ。」と、クリスピンが 言
い

いました。

　「これ、わたしの クリスマス・ボックスでも あるのよ。
わたしたち 両

りょう

方
ほう

の ものだわ。」と、ディクシー。

　「そんなの、ずるいじゃ ないか。」と、ウェスリー。 

　「ほんとに 意
い

地
じ

悪
わる

だなあ。」　ミルトンも 言
い

いました。

　そして、口ゲンカが 続
つづ

きました。

　「もう みんな、やめて！」　サッズが 大
おお

声
ごえ

で 
言
い

いました。

　みんなは していた ことを いったん やめて、
サッズの 方

ほう

を 見
み

ました。



　「クリスマスは、いつもより もっと、おたがいを 気
き

づかったり 
やさしく する時

とき

でしょ。」と、サッズが 言
い

いました。

　「サッズの 言
い

う通
とお

りだよ。貝
かい

がらを ひったくって、ごめんね、
ウェスリー。これ、返

かえ

すよ。」

　「ぼくも、ごめんね。」と、ウェスリー。

　「ぼくも、ごめんね。」と、他
ほか

の みんなも あやまりました。

　サッズが 言
い

いました。「いいことが あるわ。ボックスに 入
はい

っている 
ものを 使

つか

って、みんなで 他
ほか

の 人
ひと

たちの ために 何
なに

か 親
しん

切
せつ

な ことが 
できないかしら。」

　「ぼくたちの 教
きょう

室
しつ

に かざり付
つ

けを して、みんなを おどろかせるのは
どう？」と、ウェスリー。

　「ナギン先
せん

生
せい

の ために、クリスマス・リースも 作
つく

ろうよ。」と、
バンブルが 言

い

いました。

　「教
きょう

室
しつ

の クリスマスツリーの 
かざり付

つ

けも 手
て

伝
つだ

ったら いいね。」
と、クリスピン。

　「友
とも

だちの ために プレゼントを 
用
よう

意
い

するのも いいわね。」と、ディクシー。

　「そうしたら、バンブルと ぼくの ワゴンに 
プレゼントを のっけて、みんなに 
とどけに 行

い

けるよ。」と、ミルトン。



　「どれも これも、
すてきな アイデア
ばかりね。みんなで 
いっしょに 取

と

り組
く

めば、
だれが 何

なに

を もらうかとか、
気
き

になる ことも ないわ。」
と、サッズが 言

い

いました。

　サッズは 紙
かみ

と ペンを 
取
と

り、だれの ために 
プレゼントを 用

よう

意
い

するかを
みんなで 話

はな

し合
あ

って 
決
き

めました。



　クリスピンと バンブルは ナギン先
せん

生
せい

の ために リースを 作
つく

り、
ディクシーと ウェスリーは 教

きょう

室
しつ

の かざり付
つ

けを することに 
なりました。ミルトンと サッズは、学

がっ

校
こう

の クリスマスツリーの
 かざり付

つ

けを することに なりました。全
ぜん

部
ぶ

 終
お

わって、もし 
まだ 時

じ

間
かん

が あれば、次
つぎ

に だれに プレゼントを あげるかを
 みんなで 決

き

めようと いうことに なりました。

　「この ストリング・イルミネーションは、教
きょう

室
しつ

の かざり付
つ

けに 
使
つか

えるね。」と、ウェスリーが 言
い

いました。

　「でも、これは ナギン先
せん

生
せい

の リースに 使
つか

おうと 思
おも

ってたんだ。」　
そう 言

い

って、クリスピンが ライトを つかもうと しました。

　「でも、リースに 使
つか

うには、長
なが

すぎるわよ。教
きょう

室
しつ

の かざり付
つ

けに 
使
つか

ったほうが、ずっと きれいに 見
み

えるわ。」と、ディクシーが 
言
い

いました。

　「ディクシー・・・！」　クリスピンは いらついて 思
おも

わず 声
こえ

を 
上
あ

げ、はっと 気
き

が 付
つ

きました。「あ～あ。ぼく、また 腹
はら

を 立
た

てる 
とこだったよ。良

よ

くないなぁ。確
たし

かに、リースには 長
なが

すぎるよね。
君
きみ

たちが 使
つか

ったら いいよ。ぼくたちは、何
なに

か 他
ほか

の ものを 
使
つか

うから。」

　「ありがとう、クリスピン。じゃあ、代
か

わりに こっちの 小
ちい

さな
ベルを リースに 使

つか

って いいわよ。」と、ディクシーが 言
い

いました。



🐾🐾🐾

　　「うわあ、完
かん

ぺきだね！　リースには、ライトより 
　こっちの ほうが、ずっと きれいに 見

み

えるよ。」

　クリスマス前
まえ

の 何
なん

週
しゅう

間
かん

かは、みんな、自
じ

分
ぶん

の 自
じ

由
ゆう

時
じ

間
かん

を 
   使

つか

って、家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちの ために プレゼントや  
     かざり付

つ

けを 作
つく

るのに 大
おお

いそがしでした。

　みんな、計
けい

画
かく

していた プロジェクトを 最
さい

後
ご

まで 楽
たの

しく 
終
お

えることが できました。クリスマス・ボックスに 入
はい

って
いた いろいろな ものも、全

ぜん

部
ぶ

 使
つか

い切
き

ったのです。

　プレゼントは、バンブルと ミルトンの ワゴンに のせられて、
友
とも

だちや 家
か

族
ぞく

の 元
もと

へ 運
はこ

ばれて いきました。みんな、
とても 幸

しあわ

せでした。この年
とし

の クリスマスは、今
いま

までで 
最
さい

高
こう

に 幸
しあわ

せな クリスマスに なりました。それは 
ひとえに、みんなが 自

じ

分
ぶん

の ことよりも、他
ほか

の 
人
ひと

たちを 思
おも

いやったからです。

　「おじいちゃん。どうして みんな、クリスマスは 
与
あた

える 時
とき

だって 言
い

うの？」と、トリスタンが 
たずねました。



　「ふむ、それは いい 質
しつ

問
もん

だね。つまり それは、何
なん

年
ねん

も 何
なん

年
ねん

も 前
まえ

の 
　クリスマスに、神

かみ

様
さま

が わたしたちに ものすごく 特
とく

別
べつ

な おくりものを 
　下

くだ

さったからだよ。それが 何
なん

だか、お前
まえ

は 知
し

っているかい？」と、
ジェイクおじいちゃん。

　トリスタンは ちょっと 考
かんが

えて いましたが、やがて 顔
かお

を かがやかせて 
答
こた

えました。「イエス様
さま

！」

　「その通
とお

り。神
かみ

様
さま

は、わたしたち １
ひとり

人１
ひとり

人の ために、イエス様
さま

を 送
おく

って 
くださった。イエス様

さま

は、神
かみ

様
さま

から わたしたちへの クリスマスプレゼントだった
んだ。だから、イエス様

さま

が わたしたちと 共
とも

に いて くださるなら、わたしたちは 
ずっと 幸

しあわ

せに なれるし、毎
まい

日
にち

が もっと 喜
よろこ

びで いっぱいに なるんだ！」

　「だけど、どうして ぼくたちは プレゼントを あげるの？」

　「他
ほか

の 人
ひと

たちに 何
なに

かを あげると、その 人
ひと

たちは 喜
よろこ

んで くれる。それは、
わたしたちが その人

ひと

たちを 愛
あい

して いて、気
き

に かけている ことを 表
あらわ

して 
いるからだよ。」

　「ぼくも、親
しん

切
せつ

を して 他
ほか

の 人
ひと

たちに 喜
よろこ

んで もらえると、うれしいな。」
と、トリスタン。

　「おじいちゃん、お話
はなし

を してくれて、ありがとう！　すてきな
クリスマス・ストーリーだったね。」

　「どう いたしまして。」と、ジェイクおじいちゃんが 言
い

いました。
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 　教
きょう

訓
くん

：周
まわ

りの 人
ひと

たちに 親
しん

切
せつ

に しよう。そして、

時
じ

間
かん

を かけ、愛
あい

を もって、意
い

見
けん

の 食
く

いちがいを 
　解

かい

決
けつ

しよう。そうすれば、周
まわ

りの 人
ひと

たちと 
　　なかよく でき、みんなが 幸

しあわ

せに なれるよ。
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